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令和８年度室戸市総合教育会議

不登校の状況等について

室戸市教育委員会　2026.8.21

高知県生徒指導上の諸課題・児童虐待に関する調査

○ 7月末10日以上
　12月末20日以上
   3月末30日以上　　長期欠席（傾向）の児童生徒が対象

○  病気（傾向）
     経済的理由（傾向）
     不登校（傾向）
     その他                     に分けて、人数を計上　
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　　　室戸市不登校傾向児童数　【小学校】
　　　　～高知県生徒指導上の諸課題・児童虐待に関する調査より～

　　室戸市不登校傾向生徒数　【中学校】
　　　～高知県生徒指導上の諸課題・児童虐待に関する調査より～
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高知県生徒指導上の諸課題・児童虐待に関する調査より

＜不登校の状況＞

　　　・　小学校入学当初から登校渋り
　　　・　家庭に係る状況（兄姉も不登校傾向）　　　
　　　・　友達関係をきっかけに
　　　・　生活習慣の乱れ
　　　・　登校への無気力・無関心

学校の取組について

 ・欠席者への電話連絡・家庭訪問等

　　・校内支援会（SC等のアドバイスを基にした個別支援）

　　・校内サポートルームの設置（別室で学習）

　　・保小連携（保小架け橋研修、交流行事）
　　　小中連携（魅力ある学校づくり）
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魅力ある学校づくり 新たな不登校を生じさせない

「個別支援を突き詰めたから不登校が消滅したわけではない。
　クラスの豊かな土台があったから不登校が消滅していく。
　生徒が良くなったのは、ネットワークという土台があったから。
　主体性は授業づくりを通して育み、自発的な取組は授業以外で行う。」
　　
　　　　「魅力ある学校づくり」講師　大阪成蹊短期大学　中野　澄　先生

生徒指導の４観点
①自己存在感の感受　  ②共感的な人間関係の育成
③自己決定の場の提供　④安全・安心な風土の醸成

「居場所づくり」「絆づくり」

不登校の支援について

○　教育支援センターによる児童生徒支援
　　　現在の通室生　　　１名
　　　学校復帰へむけて、学校と連携　　　　

○　教育研究所
　・３日調べによる不登校傾向児童生徒の把握・早期対応
　・児童生徒理解・発達障害に関する研修の実施
　・校内支援会への参加・助言
　　


